
第
1
番
札
所
那
智
山  

青
岸
渡
寺

和
歌
山

第
2
番
札
所
紀
三
井
山  

金
剛
宝
寺
護
国
院（
紀
三
井
寺
）
和
歌
山

第
3
番
札
所
風
猛
山  

粉
河
寺

和
歌
山

第
4
番
札
所
槇
尾
山  

施
福
寺（
槇
尾
寺
）

大
阪

第
5
番
札
所
紫
雲
山  

葛
井
寺

大
阪

第
6
番
札
所
壷
阪
山  

南
法
華
寺（
壷
阪
寺
）

奈
良

第
7
番
札
所
東
光
山  

岡
寺（
龍
蓋
寺
）

奈
良

第
8
番
札
所
豊
山  

長
谷
寺

奈
良

第
9
番
札
所
興
福
寺
南
円
堂

奈
良

第
10
番
札
所
明
星
山  

三
室
戸
寺

京
都

第
11
番
札
所
深
雪
山  

上
醍
醐
・
准
胝
堂（
醍
醐
寺
）

京
都

第
12
番
札
所
岩
間
山  

正
法
寺（
岩
間
寺
）

滋
賀

第
13
番
札
所
石
光
山  

石
山
寺

滋
賀

第
14
番
札
所
長
等
山  

園
城
寺（
三
井
寺
）

滋
賀

第
15
番
札
所
新
那
智
山  

観
音
寺（
今
熊
野
観
音
寺
）

京
都

第
16
番
札
所
音
羽
山  

清
水
寺

京
都

第
17
番
札
所
補
陀
洛
山  

六
波
羅
蜜
寺

京
都

第
18
番
札
所
紫
雲
山  

頂
法
寺（
六
角
堂
）

京
都

第
19
番
札
所
霊
麀
山  

行
願
寺（
革
堂
）

京
都

第
20
番
札
所
西
山  

善
峯
寺

京
都

第
21
番
札
所
菩
提
山  

穴
太
寺

京
都

第
22
番
札
所
補
陀
洛
山  

総
持
寺

大
阪

第
23
番
札
所
応
頂
山  
勝
尾
寺

大
阪

第
24
番
札
所
紫
雲
山  

中
山
寺

兵
庫

第
25
番
札
所
御
嶽
山  

播
州
清
水
寺

兵
庫

第
26
番
札
所
法
華
山  

一
乗
寺

兵
庫

第
27
番
札
所
書
寫
山  

圓
教
寺

兵
庫

第
28
番
札
所
成
相
山  

成
相
寺

京
都

第
29
番
札
所
青
葉
山  

松
尾
寺

京
都

第
30
番
札
所
竹
生
島  

宝
厳
寺

滋
賀

第
31
番
札
所
姨
綺
耶
山  

長
命
寺

滋
賀

第
32
番
札
所
繖
山  

観
音
正
寺

滋
賀

第
33
番
札
所
谷
汲
山  

華
厳
寺

岐
阜

　

１
３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
日
本
最
古
の
巡
礼
路
「
西
国
三
十
三
所
」。そ
の
総

距
離
は
約
１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
、す
べ
て
の
札
所
を
巡
拝
す
る
に

は
、歩
い
て
数
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。本
展
は
、「
三
十
三
所
の
至
宝
」が
一
堂
に
公
開

さ
れ
る
、ま
た
と
な
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

西
国
三
十
三
所
の
至
宝
が一
堂
に

み
ど
こ
ろ

1

　

日
本
最
古
の
巡
礼
所
三
十
三
札
所
は
、閻
魔
大
王
の
お
告
げ
を
受
け
た
徳
道
上

人
が
、人
々
を
救
う
た
め
に
定
め
た
と
伝
わ
る
観
音
霊
場
で
す
。本
展
で
は
、七
観

音（
聖
観
音
、十
一
面
観
音
、千
手
観
音
、如
意
輪
観
音
、馬
頭
観
音
、准
胝
観
音
、不

空
羂
索
観
音
）す
べ
て
の
お
姿
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

七
観
音
が
勢
ぞ
ろ
い

み
ど
こ
ろ

3

　

本
展
で
は
、33
の
札
所
が
有
す
る
国
宝
、重
要
文
化
財
な
ど
貴
重
な
宝
物
が
多

数
展
示
さ
れ
ま
す
。寺
外
へ
の
出
陳
が
初
め
て
と
な
る「
秘
仏
」も
公
開
さ
れ
ま
す
。

国
宝
、重
要
文
化
財
、秘
仏
も
公
開

み
ど
こ
ろ

2不空羂索観音
「不空羂索観音坐像」

京都国立博物館

聖観音
「聖観音立像」
滋賀・宝厳寺

十一面観音
「十一面観音立像」

京都・醍醐寺

千手観音
「千手観音立像」
和歌山・粉河寺

〔 5月12日〜31日展示 〕
如意輪観音

「如意輪観音坐像」
兵庫・圓教寺

准胝観音
「清瀧本地両尊像」（部分）

京都・醍醐寺

馬頭観音
「馬頭観音坐像」
京都・松尾寺

七観音が
勢ぞろい！

西国三十三所の至宝が一堂に！ 国宝・秘仏も公開！

西
国
三
十
三
所
札
所
一
覧

その他イベント、チケットなどの情報は、本展公式サイトや公式ツイッターをご覧ください。
本展公式サイト ―  https://saikoku2020.jp
公式ツイッター ―  @saikoku2020

○JR・近鉄：京都駅下車、京都駅前市バスD1のりばから100号、D2のり
　ばから206・208号系統にて博物館・三十三間堂前下車、徒歩すぐ。
○京阪電車：七条駅下車、東へ徒歩7分。
○阪急電車：京都河原町駅下車、京阪電車祇園四条駅から大阪方面行
　きにて七条駅下車、東へ徒歩7分。または京都河原町駅下車、四条河
　原町から市バス207号系統にて東山七条下車、徒歩3分。
○市バス：博物館・三十三間堂前下車、徒歩すぐ。または東山七条下車、
　徒歩3分。
○プリンセスラインバス：京都駅八条口のりばから京都女子大学前行きに
　て東山七条下車、徒歩1分。
※ご来館はなるべく公共交通機関をご利用ください。駐車場は有料となっ
　ております。

アクセス

当　日 前売り・団体

一　般 � 1,600円 � 1,400円
大学生 � 1,200円 � 1,000円
高校生 � 700円 � 500円

主なチケットの販売場所   美術展ナビ、展覧会公式サイト（オンラインチケット）、セブンチケット（セブンコード082-012）、チケットぴあ（Pコード：685-164）、 
ローソンチケット（Lコード54364）、イープラス、近鉄の主な営業所、コンビニエンスストアほか。※チケット購入時に手数料がかかる場合があります。

※団体は20名以上。
※中学生以下、障害者とその介護者1名は無料となります（要証明）。
※大学生・高校生の方は学生証をご提示ください。
※キャンパスメンバーズ（教職員を含む）は学生証または教職員証をご提示いただくと、
　各種当日通常料金より500円引きとなります。

前売り券の販売期間  2月7日（金）～4月10日（金）

観
覧
料（
税
込
み
）

〒605-0931  京都市東山区茶屋町527  TEL ０７５-５２５-２４７３（テレホンサービス）  
https://www.kyohaku.go.jp/

KYOTO NATIONAL MUSEUM平成知新館（東山七条）
京都国立博物館

表紙：中央最上部から時計回りに
「十一面観音立像」京都・醍醐寺、「如意輪観音坐像」兵庫・圓教寺、「馬頭観音坐像」京都・松尾寺、
秘仏「如意輪観音坐像」京都・頂法寺（六角堂）、「千手観音立像」和歌山・粉河寺〔 5月12日〜31日展示 〕、

「不空羂索観音坐像」京都国立博物館、国宝「粉河寺縁起絵巻」（部分）和歌山・粉河寺〔 4月11日〜5月10日展示 〕、
「聖観音立像」滋賀・宝厳寺、重要文化財「菩薩半跏像」奈良・岡寺　※展示期間のない作品は通期展示

4月11日（土）  藤田 浩哉
	 （西国三十三所札所会  会長　今熊野観音寺 山主）
4月18日（土）  羽田  聡
	 （京都国立博物館美術室長兼列品管理室長）
4月25日（土）  淺湫  毅（京都国立博物館連携協力室長）
5月16日（土）  末兼俊彦（京都国立博物館主任研究員）
5月23日（土）  上杉智英（京都国立博物館研究員）

◎会場：京都国立博物館　平成知新館 講堂
◎時間：午後1時30分〜午後３時  ◎定員：200名
◎聴講料：無料（ただし当日の本展観覧券が必要です）
※当日、正午より平成知新館1階グランドロビーにて 整理券を配布し、
　定員になり次第、配布を終了します。

◎ 記念講演会

◎日時：５月９日（土）午後1時〜午後5時
◎会場：京都国立博物館  平成知新館 講堂

※詳細は公益財団法人仏教美術研究上野記念財団ウェブ サイトを 
　ご覧ください（2020年3月下旬以降）。 http://ueno-zaidan.or.jp/index.html

◎ 研究発表と座談会「参詣曼荼羅の諸相」
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知
新
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七
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Special Exhibition Special Exhibition 

Kannon WorshipKannon Worship: 
The Thirty-three Pilgrimage Sites of The Thirty-three Pilgrimage Sites of 
Western JapanWestern Japan

※
会
期
中
、一
部
の
作
品
は
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。



国
宝
「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
」 （
部
分
）　

平
安
時
代（
12
世
紀
）　
和
歌
山・粉
河
寺〔
4
月
11
日
〜
5
月
10
日
展
示
〕

　

第
三
番
札
所
・
粉
河
寺
の
創
立
や
、本
尊
・
千
手
観
音
像
の
霊
験
を
描
い
た
絵
巻
。猟
師
や

長
者
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、登
場
人
物
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
見
ど
こ
ろ
の
古
典
的
名
品

で
あ
る
。

秘
仏
「
如
意
輪
観
音
坐
像
」　

京
都
・
頂
法
寺（
六
角
堂
）

〔
通
期
展
示
〕

　

建
礼
門
院
徳
子（
平
徳
子
）が
、治
承
2
年（
1
1
7
8
）6

月
27
日
に
安
産
祈
願
の
た
め
寄
進
し
た
と
の
伝
承
を
持
つ
秘

仏
で
あ
る
。

重
文
「
如
意
輪
観
音
像
　
一
山
一
寧
賛
」　

鎌
倉
時
代
・
徳
治
2
年（
1
3
0
7
）　
京
都
・
松
尾
寺

 〔
5
月
12
日
〜
31
日
展
示
〕

　

中
国
・
元
時
代
の
絵
画
様
式
を
そ
の
ま
ま
既
存
の
図
像
に
応
用
し
た
作
品
。中
国
か
ら
渡
来

し
た一山一寧（
1
2
4
7
～
1
3
1
7
）が
賛
を
施
し
て
お
り
、本
場
の
正
統
的
な
様
式
を
示
す

こ
と
も
頷
か
れ
る
。徳
治
2
年（
1
3
0
7
）の
制
作
と
判
明
す
る
点
も
基
準
作
と
し
て
貴
重
。

　

西
国
三
十
三
所
は
、閻え
ん

魔ま

大
王
の
お
告
げ
を
受
け
た
大
和
国
長
谷
寺
の
開
基
・
徳
道
上
人
が
人
々
を
救
う
た
め

に
定
め
た
と
伝
わ
る
33
の
観
音
霊
場
を
巡
る
、日
本
最
古
の
巡
礼
路
で
す
。

　

巡
礼
路
の
総
距
離
は
約
1
0
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、和
歌
山
、大
阪
、兵
庫
、京
都
、奈
良
、滋
賀
、岐
阜

と
近
畿
圏
を
包
括
す
る
よ
う
に
伸
び
て
い
ま
す
。長
き
に
わ
た
り
、日
本
の
首
都
で
あ
り
文
化
の
中
心
地
で
あ
る

京
都
に
三
分
の
一
の
霊
場
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、観
音
信
仰
と
巡
礼
の
文
化
は
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

西
国
三
十
三
所
草
創
か
ら
1
3
0
0
年
。こ
れ
を
機
と
し
て
、ゆ
か
り
の
深
い
京
都
の
地
で
特
別
展
を
開
催
い

た
し
ま
す
。今
も
な
お
、人
々
を
ひ
き
つ
け
る
巡
礼
路
の
魅
力
を
、美
し
い
観
音
菩
薩
の
姿
や
各
札
所
の
寺
宝
を
通

じ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。観
音
信
仰
と
と
も
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
至
宝
の
数
々
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

「
徳
道
上
人
像
」（
部
分
）　

江
戸
時
代
　
万
延
元
年（
1
8
6
0
）　
奈
良・法
起
院

〔
通
期
展
示
〕

　

長
谷
寺
の
開
基
と
さ
れ
る
徳
道
上
人
は
、地
獄
で
閻
魔
大
王
よ
り
観

音
霊
場
三
十
三
所
の
功
徳
を
広
め
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
、よ
み
が
え
る

と
三
十
三
所
巡
礼
の
利
益
を
説
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
西
国
巡
礼
の
祖
。

「
三
十
三
所
観
音
曼
荼
羅
」　

室
町
時
代（
14
～
15
世
紀
）　
滋
賀
・
観
音
正
寺

〔
4
月
11
日
〜
5
月
10
日
展
示
〕

　

中
央
に
釈
迦
三
尊
と
聖
徳
太
子
を
配
し
、周
縁
に
三
十
三
所
の
本
尊
を

描
い
た
も
の
。こ
の
よ
う
な
三
十
三
所
本
尊
を
曼
荼
羅
風
に
描
く
作
品
は

鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
現
れ
始
め
る
が
、本
図
は
そ
の
中
で
も
特
に
古
い
作

品
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

国
宝
「
六
道
絵
」の
う
ち「
閻
魔
王
庁
図
」　

鎌
倉
時
代（
13
世
紀
）　
滋
賀
・
聖
衆
来
迎
寺

〔
5
月
12
日
〜
31
日
展
示
〕

　

源
信（
9
4
2
～
1
0
1
7
）撰『
往
生
要
集
』に
述
べ
る
六
道
の
様
相
を
具
象

化
し
た
も
の
。鬼
の
筋
骨
表
現
に
は
、南
宋
様
式
の
影
響
が
確
認
さ
れ
る
。も
と
比

叡
山
横
川
霊
山
院
に
伝
来
し
、織
田
信
長
の
比
叡
山
焼
き
討
ち
に
よ
り
、現
所
蔵

先
に
移
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

国
宝
「
餓
鬼
草
紙
」（
部
分
）　

平
安
～
鎌
倉
時
代（
12
世
紀
）　
京
都
国
立
博
物
館

〔
5
月
12
日
〜
31
日
展
示
〕

　

執
着
を
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
者
が
死
後
に
身
を
堕
と
す
、餓
鬼
の
世
界
を
描
く
。

水
を
飲
む
こ
と
も
で
き
ず
苦
し
む
餓
鬼
の
リ
ア
ル
な
表
現
は
、当
時
の
人
々
が
救
い

の
な
い
苦
し
み
を
切
実
に
感
じ
て
い
た
証
拠
。平
安
末
期
の
末
法
思
想
に
裏
づ
け
ら

れ
た
作
品
で
あ
る
。

国
宝
「
法
華
経
一
品
経
　
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」　

（
長
谷
寺
経
の
う
ち
） （
部
分
）

鎌
倉
時
代（
13
世
紀
）　
奈
良
・
長
谷
寺  〔
5
月
12
日
〜
31
日
展
示
〕

　
『
法
華
経
』二
十
八
品
を
そ
れ
ぞ
れ
一
巻
と
し
て
、金
銀
箔
や
砂
子
な
ど
で
飾
っ
た
料
紙
に
書
写
す
る
一

品
経
。鎌
倉
時
代
前
期
を
代
表
す
る
装
飾
経
で
、長
谷
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
長
谷
寺
経
」
と

呼
ば
れ
る
優
品
。「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」は
行
書
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
札
」

室
町
時
代（
16
世
紀
）　
滋
賀
・
石
山
寺〔
通
期
展
示
〕

　

西
国
三
十
三
所
の
巡
礼
者
が
参
詣
の
お
り
、そ
の
証
と
し
て
納
め
た
札
。こ
う
し
た
札
を
納
め
た
人
々

の
中
に
は
、武
士
や
一
般
庶
民
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。時
代
の
経
過
と
と
も
に
、巡
礼
が
次
第
に
階
層

的
、さ
ら
に
は
地
域
的
な
広
が
り
を
も
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

重
文
「
菩
薩
半
跏
像
」　

奈
良
時
代（
8
世
紀
）　
奈
良
・
岡
寺〔
通
期
展
示
〕

　

片
脚
を
一
方
の
脚
の
上
に
組
み（
半
跏
）、片
手
を
頬
に
当
て
て
も
の
を
思
う

（
思
惟
）
姿
か
ら
、半
跏
思
惟
像
と
も
よ
ば
れ
る
。如
意
輪
観
音
の
化
身
と
さ

れ
る
聖
徳
太
子
へ
の
信
仰
と
結
び
つ
き
、わ
が
国
で
は
こ
の
よ
う
な
姿
の
像
は

如
意
輪
観
音
と
も
考
え
ら
れ
た
。

人
々
を
悩
み
や
苦
し
み
か
ら
救
済
す
る
観
音
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
、

経
典
お
よ
び
儀
軌
か
ら
明
ら
か
に
し
ま
す
。

「
説
か
れ
る

観
音
」

第

章
1

人
々
が
観
音
へ
期
待
し
た
地
獄
か
ら
の
救
済
。先
人
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
地
獄
と
は

い
か
な
る
場
所
で
あ
っ
た
の
か
、六
道
絵
や
十
王
図
な
ど
に
よ
り
可
視
的
に
示
し
ま
す
。

「
地
獄
の
す
が
た
」

第

章
2

人
々
を
巡
礼
に
い
ざ
な
う
に
あ
た
り
、参
詣
曼
荼
羅
や
勧
進
状
を
は
じ
め
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
聖
地
へ
の
い
ざ
な
い
」

第

章
4

貴
賤
を
問
わ
ず
信
仰
さ
れ
、人
々
が
祈
り
を
さ
さ
げ
た

多
様
な
観
音
の
す
が
た
を
、絵
画
、さ
ら
に
は
彫
刻
を
中
心
に
た
ど
り
ま
す
。

「
祈
り
と

信
仰
の
か
た
ち
」

第

章
5

巡
礼
の
盛
況
と
と
も
に
刊
行
さ
れ
た
書
物
、

ま
た
は
訪
れ
た
人
々
が
実
際
に
身
に
つ
け
た
り
、奉
納
し
た
遺
品
に
ふ
れ
ま
す
。

「
巡
礼
の
足
あ
と
」

第

章
6

西
国
三
十
三
所
の
成
り
立
ち
と
深
く
関
わ
る
人
物
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
由
緒
や
歴
史
を
説
い
た
縁
起
類
を
紐
解
き
ま
す
。

「
聖
地
の
は
じ
ま
り
」

第

章
3

宗
派
、歴
史
が
一
様
で
な
い
西
国
三
十
三
所
寺
院
に
お
い
て
、

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
固
有
の
寺
宝
を
紹
介
し
ま
す
。

「
受
け
継
が
れ
る

至
宝
」

第

章
7

「
施
福
寺
参
詣
曼
荼
羅
」　

桃
山
時
代（
16
～
17
世
紀
）　
大
阪
・
施
福
寺

〔
4
月
11
日
〜
5
月
10
日
展
示
〕

　

槇
尾
山
の
伽
藍
を
描
く
。天
正
9
年（
1
5
8
1
）に
織
田

信
長
と
対
立
し
焼
き
払
わ
れ
た
が
、本
図
は
そ
の
焼
失
直
前

の
姿
を
と
ど
め
る
。参
詣
曼
荼
羅
は
、寺
院
の
財
源
確
保
の
た

め
の
勧
進
に
用
い
ら
れ
た
と
見
ら
れ
、親
し
み
や
す
い
表
現
を

身
上
と
す
る
。

国宝「千手千眼陀羅尼経　残巻（玄昉願経）」 （部分）
奈良時代・天平13年（741）　京都国立博物館〔4月11日〜5月10日展示〕
　千手観音の功徳を説く経典で、千手観音信仰の典拠とされる。遣唐使学問僧であった玄昉が日本に伝えた。
天平13年（741）、玄昉は国家人民の安寧を祈願して、1000巻を書写させたが、現存するのはこの1巻のみ。

重
文
「
千
手
観
音
立
像
」　

平
安
時
代（
10
世
紀
）　
京
都
・
醍
醐
寺〔
通
期
展
示
〕

　

本
来
は
上
醍
醐
の
観
音
堂
本
尊
で
あ
っ
た
、と
考
え
ら
れ
て
い
る

千
手
観
音
像
。観
音
堂
は
、天
徳
年
間（
９
５
７
～
６
１
）に
建
て
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。本
像
の
重
量
感
に
あ
ふ
れ
な
が
ら
も
、起

伏
の
少
な
い
穏
や
か
な
作
風
は
ま
さ
に
そ
の
時
代
の
も
の
。

※
会
期
中
、一
部
の
作
品
は
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。


